
一つ一つ学習する
教師あり学習

抽象度あげた概念学習
教師なし学習

Honda SENSING Elite Next Generation

事故ゼロ社会の実現を目指す革新の安全運転支援システム ・リスク予測による事故回避
・走路理解による一般道運転負荷軽減

狙い 技術の特徴

技術内容

一般道の複雑な環境における認知・理解技術にAI技術を投入することで
あらゆるシーンにおいて、さらなる事故低減に繋げることを目指す

Honda独自AI 概念的に対象を理解する“独自のAI技術”で無限にパターンが存在する対象物でも人の様に判断する

有限パターンの対象物
の理解に強み

無数に存在する
対象物の理解に強み
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信号ビル
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車両

ビル、ガードレール、交差道路など複雑なシーンを認識

見通しの悪い交差点・路上にある“危険リスクの予測”
により一般道での運転支援を実現を目指す

成長するAI リアルワールドでの経験によって得られた知見・概念をフィードバック
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自宅で入庫・出庫

一般道運転支援 Level3

一般道の複雑な環境における
認知・理解技術により
自宅から目的地まで一般道も含めた
安全安心シームレスな移動を支援

複雑な環境にも対応する高度な認識と
制御を開発し一般道も含めた運転支援を実現する

記憶した場所で呼び寄せ
遠隔地からの呼び寄せ

高速道全域運転支援
レベル３ 全域
20年代後半技術確立
+レベル３ 渋滞時

外出先で呼び出し・乗り捨て
20年代後半を目途にオートバレーパーキング
（限定エリア 低速レベル４）の技術確立を目指す

Honda  SEISNIG搭載車から得られたクラウド情報で様々な道路環境における未知の
シーンをAIに取り込み、危険リスクや、走路理解をアップデートさせることで一般
道への対応能力を常に向上する

※各技術の適用は各国の法規に準拠します
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